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はじめに ∗

この数値予報研修テキストは、予報現場で数値予報プロダクトを利用する担当者向けに、
プロダクトの特性や利用上の注意等を把握していただくために、数値予報の改良や予報精
度、トピックスや今後の数値予報に関する開発計画などを盛り込み、毎年作成している。

今年度の数値予報研修テキストでは、「最新の数値予報」（第 I部）と「数値予報の基礎知
識」（第 II部）をとりあげる。
第 I部の「最新の数値予報」では、平成 30年（2018年）6月に導入した第 10世代数値解
析予報システムとその性能を活かした改良計画や最近実施した数値予報の改良について取り
上げる。すでに実施した全球モデルの予報時間延長に加え、今年度から来年度前半に実施を
予定しているメソ・局地モデルの予報時間延長やメソアンサンブルの開発状況についてまと
めている。また数値予報の特性を把握していただく参考として、統計検証結果とともに、最
近の顕著現象の中から平成 29年 7月九州北部豪雨やいくつかの台風等についての事例検討
をとりあげている。
第 II部の「数値予報の基礎知識」については、平成 24年数値予報研修テキストの第 1部

「数値予報の基礎知識」の内容を 6年ぶりに更新し、その後の新しいシステム導入や改良も
反映させて、最新の数値予報技術の概要としてまとめたものである。数値予報は現代の気象
予測技術の根幹であることは言うまでもないが、その内容は非常に専門的で理解が難しいと
感じる利用者も多いと思われる。詳細を把握いただく必要は必ずしもないが、気象予測の担
当として概要は理解しておいていただきたい。そういう思いを込めて要点をまとめたもので
ある。またプロダクト利用上の基本的な留意点についても網羅的に記述している。付録とあ
わせて、最新の数値予報についての概要や仕様等が把握できる構成としている。

この研修テキストの企画・執筆にあたっては、これまでの予報現場からの要望や研修等で
寄せられたコメント等を参考にし、わかりやすい構成や記述に努めている。これまでいただ
いた多くのフィードバックに感謝申し上げるとともに、数値予報プロダクト利用者がこの研
修テキストを活用し、数値予報やそのプロダクトの特性に対する理解を深めていただき、よ
り精度の高い気象予測情報や防災気象情報の発表、気象業務の発展につながることを願って
いる。

* 室井 ちあし
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